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次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２３年１月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

 １月は、２月に実施予定の「若者育成事業活動成果発表会」や「スノー×ライトフェス 2023in 川内」、クラウ

ドファンディング事業に向けて、準備を進めた。加えて下記の活動に参加するなど、地域内外の方々と交流する

機会も多くあった。また、昨年末に地域の高校生と協力し作成した「川内町の先輩にインタビュー！」冊子の配

布を行ったところ、「高校生の目線でとらえた地域の魅力が伝わって来た」「インタビュー形式のため、臨場感が

伝わり、生の声が聞こえてくるようだった」などの感想をいただいた。冊子データはむつ市海と森ふれあい体験

館の LINE アカウント内で閲覧できるため、より多くの方にご覧いただけたらと思う。 

 

〈主な活動〉 

〇１月１５日（日）冬の自然観察会 

 １５日、むつ市生涯学習課主催事業「冬の自然観察会」に参加し、地域住民の皆さんとともに川内川周辺の様々

な野鳥を観察した。川沿いを歩きながら、下北野鳥の会の方にガイドしていただき、「オオワシ」「オジロワシ」

をはじめ、むつ市の鳥「ハクチョウ」や「カワアイサ」「ヒヨドリ」など計１４種の野鳥を見ることが出来た。地

元の都市部では鳥は飛んでいてもガイドもおらず初心者が楽しむのは難しかったため、観察会を通して初心者も

観察できる環境が整っていることを知ることが出来たため、今後「川内町の魅力」の一つとして発信していけれ

ばと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇１月２８日（土）青森県民局地域づくりプレイヤー交流会 

 ２８日、佐井村の古民家「カネシチ＋」にて行われた下北地域の地域づくりプレイヤー交流会に参加した。交

流会には、「日本で最もちいさくかわいい漁村づくり推進プロジェクト」プロジェクトリーダーの奥本氏をはじ

め、様々な方面で下北地域の地域づくりのために奔走するプレイヤーの方々が参加し、様々な活動について学び、

自らの活動について見つめなおす機会となった。また、交流会にはヨガの時間が設けられていたり、自己紹介に

ついてもアイスブレイクのための工夫がなされていたりと、穏やかで初対面の方とも話しやすい空間になってお

り、空間づくりの参考にもなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．翌月の活動予定 

 ２月は下記の活動に加え、引き続きカマイルカの骨格標本作成作業を行う。 

 

 ２月５日（日）若者育成事業活動成果発表会 

 ２月１２日（日）イグルーづくりイベント 

 ２月１８日（土）スノー×ライトフェス 2023in 川内 


